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本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
「
天
草
島
の
社
会
構
造
の
研
究
」
の
一
環
と

し
て
な
さ
れ
た
調
査
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
主
眼
と
な

っ
た
の
は
、
社
会
的
生
産
の
具
体
的
基
盤
と
し
て
の
天
草
島
の
家
族
制
度
の
実
態
で
あ

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
天
草
島
の
も
つ
社
会
的
・
経
済
的
諸
特
質
に
お
い
て
最
も
典

型
的
な
村
だ
と
お
も
わ
れ
る
佐
伊
津
村
と
、
そ
れ
に
対
比
す
る
も
の
と
し
て
、
天
草
島

最
初
こ
の
調
査
に
当
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
特
に
探
究
し
よ
う
と
試
み
た
の
は
つ
ぎ
の
諸

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
佐
伊
津
村
に
つ
い
て
は
、
家
族
お
よ
び
部
落
相
互
間
の
有
機
的

な
社
会
的
諸
関
係
ー
~
血
緑
的
・
地
緑
的
・
経
済
的
等
|
|
｀
の
実
態
で
あ
る

e

そ
れ

に
農
業
部
落
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
有
資
家
」
と
そ
の
分
家
・
小
作
人
・
名
子
・

手
代
等
の
、
漁
業
部
落
に
お
い
て
は
、
親
方
（
網
元
）
と
ふ
な
子
（
網
子
）
と
の
人
的

結
合
な
い
し
同
族
結
合
ー
＇
こ
れ
ら
は
ま
た
他
面
に
お
い
て
村
の
階
層
と
家
格
を
示
す

ー
の
実
態
、
更
に
一
種
の
講
組
的
結
合
と
も
い
え
る
「
洲
内
」
と
「
二
十
人
組
」
等

の
組
織
・
機
能
で
お
る
。
つ
ぎ
に
家
族
制
度
全
般
か
ら
農
家
人
口
問
題
と
く
に
家
族
構

に
お
い
て
も
比
較
的
に
後
進
的
だ
と
お
も
わ
れ
る
富
津
村
崎
津
を
択
ん
だ
。
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き
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天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

誕
に
お
い
て
は
主
と
し
て
主
婦
権
・
ニ
三
男
を
、
家
と
家
と
の
社
会
的
譜
関

係
に
お
い
て
は
、
特
に
労
力
交
換
・
労
働
給
付
お
よ
び
そ
の
他
の
家
族
間
の
諸
慣
行
で

あ
る
。崎
津
は
、
古
く
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
と
「
新
銀
取
り
」
で
知
ら
れ
た
地
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
調
査
の
主
眼
を
婚
姻
と
二
三
男
の
問
題
に
お
い
た
。
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
は
宗

教
的
内
婚
、
後
者
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
漁
業
生
産
労
働
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題
を
探

究
し
た
。
（
「
新
銀
と
り
」
に
つ
い
て
は
後
述
六
一
頁
参
照
）
。

．

．

 

し
か
し
現
実
に
調
査
を
行
い
、
具
体
的
問
題
に
触
れ
て
い
く
と
、
多
く
の
点
に
お
い

て
調
査
自
体
が
所
期
の
目
的
と
は
著
し
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
ま

た
本
稼
は
、
主
と
し
て
佐
伊
津
村
に
関
す
る
報
告
に
限
定
し
た
、
こ
と
を
お
こ
と
わ
り

す
る
。佐

伊
津
村
は
、
天
草
群
島
の
最
大
の
島
で
あ
る
下
島
の
東
北
、
有
明
海
に
面
し
、
低

山
と
丘
陵
を
背
景
に
し
た
一
小
村
で
あ
る
。

天
草
の
首
邑
で
あ
る
本
渡
町
（
人
口
約
一
七
、

0
0
0人
）
の
船
着
場
（
大
矢
降
）

か
ら
本
渡
町
の
中
心
部
へ
は
、
古
色
豊
か
な
馬
車
が
バ
ス
と
並
ん
で
客
を
連
ぶ
。
本
渡

．

の
町
か
ら
バ
ス
で
約
十
分
、
な
だ
ら
か
な
丘
陵
を
越
え
る
と
、
麦
畑
の
平
地
を
有
明
海

に
向
っ
て
囲
む
低
山
に
は
山
林
ら
し
い
山
林
な
く
、
沿
岸
に
は
漁
家
が
続
く
。
北
に
雲

仙
岳
を
、
東
に
九
州
本
土
を
望
見
し
、
そ
れ
よ
り
稽
々
北
寄
り
へ
遠
く
有
明
海
の
彼
方

に
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
が
会
議
を
開
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
談
合
島
（
湯
島
）
が
皿
を
伏

佐
伊
津
村
の
経
済
生
活
は
、
大
体
に
お
い
て
半
農
半
漁
で
あ
る
、
と
い
え
る
。
そ
の

せ
た
よ
う
に
浮
ん
で
み
え
る
。
そ
こ
が
佐
伊
津
村
で
あ
る
。

概
観
ー
自
然
的
環
境
・
村
落
構
成
な
ど

佐伊津村晦図
一村兌積灰一
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松 原

后明瀬

中明瀬

先明瀬

後
引
揚
者
等
の
居
住
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
部
落
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

察

す

る

の

が

、

よ

り

深

く

こ

の

を

解

で

き

る

よ

う

で

あ

る

（

「

村

成
略
図
」
お
よ
び
後
述
「
村
の
階
層
略
図
」
参
照
）
。
后
明
瀬
部
落
は
、
長
い
間
の
偏
見
に

よ
っ
て
今
な
お
一
般
村
民
か
ら
社
会
的
に
孤
立
状
態
に
あ
り
、
金
力
丘
集
団
住
宅
は
戦

農
業
部
落
と
漁
業
部
落
は
、
大
体
村
の
中
心
路
（
本
渡
町
と
御
領
村
と
を
結
ぶ
）
に



1
あ

ら

ま

し

入
る
。

村 の

0
六
戸
で
あ
る
。

陪層 略

佐
伊
津
村
は
現
在
人
口
四
、
四
九
八
人

接
し
て
東
西
に
分
れ
、
そ
の
道
路
に
面
す
る
通
り
は
、

医
師
・
旅
館
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
）
に
従
事
す
る
も
の
が
多
い
。
農
業
部
落
に
は
、

上
在
郷
・
下
在
郷
・
寺
ノ
尾
•
町
・
堀
内
・
松
原
•
浜
洲
・
明
瀬
（
后
・
中
・
先
）
お

よ
び
金
力
丘
の
各
部
落
が
、
漁
業
部
落
に
は
洲
ノ
崎
•
宮
・
元
・
三
軒
屋
の
各
部
落
が

（
本
籍
数
一
、
三
五
五
戸
、

九
二
人
）
、
そ
の
う
ち
農
家
人
口
三
、
六
三
二
人
、
農
家
数
六
六
六
戸
、
漁
業
者
戸
数
三

（
註
）
数
字
は
、
昭
和
二
七
年
一
l
―
二
月
分
戸
籍
及
び
寄
留
事
件
表
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
は

、
昭
和
二
五
年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
・
結
果
表
お
よ
び
昭
和
二
七
年
農
家
人
口
表
等
の
統
計
に

よ
る
。
以
下
別
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
そ
れ
ら
の
表
を
引
用
す
る
。

后
明
瀬
部
落
は
総
戸
数
約
四

0
戸
で
あ
り
、
極
め
て
零
細
な
農
耕
経
営
で
あ
り
、
金

力
丘
引
揚
者
集
団
住
宅
は
約
八

0
戸
、
一
般
的
に
賃
労
働
者
が
多
い
。

以
上
が
佐
伊
津
村
の
自
然
的
環
境
と
村
落
構
成
の
大
雑
把
な
概
観
で
あ
る
。

村
の
構
造
ー
お
よ
び
そ
の
生
活

村
内
で
の
生
活
は
、
地
域
的
、
階
層
的
（
身
分
的
）
、
経
済
的
、
親
族
的
等
の
複
合

的
な
い
し
有
機
的
構
造
の
な
か
で
営
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
多
く
の
他
の
複

合
的
・
有
機
的
諸
関
係
|
|
‘
村
の
生
活
に
と
っ
て
の
ー
~
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

は
と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と
を
と
り
あ
っ
か
い
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
村
内
で
の
大
体
平

等
な
横
の
連
繋
的
結
合
で
あ
る
一
種
の
講
組
的
結
合
で
あ
る
「
洲
内
」
と
「
二
十
人

、
お
よ
び
有
力
な
本
家
を
中
心
と
す
る
上
下
的
結
合
で
あ
る
同
合
、
ま
た
楷
層

「
人
為
村
」
で
あ
る
。

「
洲
内
」
の
起
源
は
、
も
と
も
と
佐
伊
津
村
が
三
つ
の
洲
か
ら
な
っ
て
い
た
と
い
う
、

故
事
に
由
来
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
村
で
は
、
戦
前
ま
で
の
村
の
行
事
は
す
べ

て
こ
の
「
洲
内
」
の
機
能
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
ー
ー
血
成
時
中
の
「
隣
保
寄

り
」
も
こ
こ
で
は
「
洲
内
寄
り
」
と
呼
ば
れ
た
ー
ー
が
、
現
在
で
は
お
も
に
冠
婚
葬
祭

が
も
っ
ぱ
ら
こ
の
「
洲
内
」
の
機
能
に
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
葬
儀
の
際
ー
ー
ー
た
と
え

ば
墓
掘
り
な
ど
ー
ー
＇
に
は
、
一
種
の
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
「
洲
内
」
は
、
葬
儀
の

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

本
籍
人
口
六
、

般
に
都
市
的
職
業
（
店
舗
｀

図

有 資
家 I

分 家

農 業 部 落

后明瀬部落

の
「
自
然
村
」
で
あ
り
、
村

の
人
た
ち
が
い
う
「
区
分
け
」

と
は
、
い
わ
ば
自
然
村
に
た

い
す
る
「
行
政
村
」
な
い
し

の
は
、
い
わ
ば
ド
イ
ツ
学
者

網 元

漁業部落
フ ナ子

「
洲
内
」
と
呼
ば
れ
る
も

け
」 (1) 

I 

都市的職業

引揚者集団
金ケ丘

五

0

る。 に
お
け
る
家
族
の
生
活
で
あ

(
1
)

村
落
社
会
に
お
け
る

同
族
結
合
と
講
組
結
合
に
つ
い

て
は
、
福
武
直
氏
の
す
ぐ
れ
た

著
書
「
日
本
農
村
の
社
会
的
性

格
」
五
頁
、
と
く
に
三
四
頁
以

下
参
照
。「
洲
内
」
と

「
区
分



に
そ
う
し
た
傾
向
の
強
く
な
る
と
同
時
に
「
洲
内
」
の
機
能
は
漸
次
脆
弱
化
し
つ
つ

あ
る
，
こ
と
に
そ
の
傾
向
は
戦
後
著
し
く
な
り
、
「
洲
内
」
と
「
区
分
け
」
と
の
区
分

は
村
民
に
現
実
的
矛
盾
を
き
た
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
民
の
意
見
は
殆
ん
ど
「
洲

内
」
に
よ
る
区
分
を
望
む
声
が
強
い
。
が
ん
ら
い
自
然
村
は
、
血
緑
的
・
地
緑
的
・
経

済
的
利
害
関
係
に
よ
り
有
機
的
に
自
然
発
生
し
た
も
の
、
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
こ
に
零

細
経
営
と
し
か
も
一
定
の
生
産
様
式
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
こ
の
村
の
隣
保

共
助
的
協
同
意
識
な
い
し
は
強
靱
な
血
族
共
同
体
的
意
識
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
れ
で
本」

家
よ
り
梢
々
近
い
他
部
落
に
移
転
ー
＇
—
分
家
ー
ー
し
た
場
合
も
、
そ
の
本
家
の
「
洲
内

に
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
本
家
と
分
家
、
分
家
と
分
家
と
の
社
会
的
諸
関
係
は
、
系
譜
の

宜
接
性
と
出
自
の
順
序
が
重
要
な
意
義
を
も
っ
、
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
Q

「
二
十
人
組
」

約
二
十
戸
単
位
ー
ー
た
と
え
ば
下
在
郷
四
十
戸
の
う
ち
二
十
戸
づ
つ
二
組
に
分
れ
て

い
る
ー
ー
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
人
的
組
織
が
「
二
十
人
組
」
制
度
で
あ
る
が
、
そ
の

組
織
も
機
能
も
極
め
て
弱
体
で
あ
る
。
も
と
「
火
の
用
心
」
な
ど
の
夜
廻
り
は
、
も
っ

ば
ら
こ
の
「
二
十
人
組
」
の
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
農
業

協
同
組
合
の
通
知
と
い
っ
た
一
種
の
連
絡
機
関
の
機
能
を
も
っ
、
に
す
ぎ
な
い
。
常
会

の
よ
う
な
寄
合
も
、
無
論
総
会
も
な
い
。
も
と
の
小
組
合
の
名
残
り
で
あ
る
、
と
い
わ

(

2

)

 

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
起
源
を
旧
幕
時
代
の
五
人
組
制
度
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

天
草
で
は
約
二
六
0
年
前
頃
か
ら
五
人
組
帳
が
始
ま
っ
て
い
る
。
「
天
草
年
表
」
一

血
緑
的
・
地
縁
的
に
、
有
機
的
に
自
然
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
「
洲
内
」
・
「
二
十
人

組
」
の
人
的
・
物
的
結
合
関
係
は
、
こ
の
よ
う
に
急
速
に
衰
徴
し
て
い
く
過
程
に
あ

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

(
2
)
 

七
頁
。

(2) 

（一）

五

「
ど
ん
」
一
般
村
民
相
互
間
も
し
く
は
一
般
村
民
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
揚

「
さ
ん
」
有
資
家
に
つ
ぐ
階
層
お
も
に
そ
の
分
家
は
、
一
般
村
民
よ
り
名
前
に

み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
村
内
で
生
活
す
る
限
り
こ
れ
ら
の
村
内
的
強
制
規
範
は
決

し
て
死
滅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
「
村
八
分
」
と
い
う
こ
と

，

ば
は
、
こ
こ
で
は
「
洲
内
外
し
」
、
「
組
外
し
」
と
い
う
こ
と
ば
に
よ
っ
て
お
き
か
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
「
洲
内
外
し
」
「
組
外
し
」
さ
れ
て
い
る
家
芹
一
な

こ
の
村
に
お
け
る
言
語
関
係
の
な
か
に
は
、
階
層
別
な
い
し
家
格
制
ー
ー
ー
す
な
わ
ち

「
家
」
制
度
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
身
分
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
—
ー
の
特
徴
が
顕
著
に

み
ら
れ
る
。

が
ん
ら
い
、
言
語
関
係
は
社
会
関
係
で
あ
り
、
言
語
法
則
は
社
会
法
則
と
し
て
の
面

を
も
っ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
「
言
語
は
：
・
,
：
単
に
一
定
の
意
識
、
お
よ
び
意
識
に
媒

介
さ
れ
た
一
定
の
社
会
的
関
係
、
を
表
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
逆
に
、
一
定
の
意

識
、
お
よ
び
意
識
の
媒
介
を
経
て
一
定
の
社
会
関
係
、
を
固
定
し
形
成
す
る
」
、
川
島
氏

「
法
社
会
学
に
お
け
る
法
の
存
在
構
造
」
、
一
九
五

0
年
、
六
八
頁
な
お
磯
田
進
氏
「
村

落
構
造
の
二
つ
の
型
」
法
社
会
学
一
巻
、
五
一
頁
参
照
）
。

と
こ
ろ
で
こ
の
村
に
お
け
る
村
民
間
相
互
の
呼
称
は
、
基
本
的
に
は
大
体
次
の
四
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

（
一
）
「
様
」
一
般
村
民
が
有
資
家
、
役
座
そ
れ
に
住
職
を
呼
ぶ
場
合
で
あ
っ
て
、
何

何
「
様
」
と
名
前
（
呼
名
）
に
「
様
」
を
つ
け
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
家
族
の
子
は
、

生
れ
て
す
ぐ
か
ら
「
様
」
で
呼
ば
れ
る
。

「
さ
ん
」
を
つ
け
ら
れ
る
。

（三）
③
村
内
に
お
け
る
言
語
関
係

、。し
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す
な
わ
ち
そ
れ
ら
の
人
び
と
は
常
に
「
名
前
」
だ
け
を
呼
ば
れ
る
。

落

「
捨
言
葉
」
最
下
位
の
階
層
に
属
す
る
人
、
も
し
く
は
上
位
の
者
が
下
位
の
者

を
呼
ぶ
揚
合
で
あ
っ
て
、
お
も
に
地
主
（
有
資
家
）
が
小
作
人
を
呼
ぶ
揚
合
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
一
般
村
民
よ
り
有
資
家
に
対
す
る
一
般
的
呼
称
は
「
い
う
し
か
」・

「
だ
ん
な

し
」

・
「
だ
ん
な
さ
ま
」
で
あ
り
、有
資
家
（
本
家
）
は
分
家
を

「
し
ん
や
」

（新
家
？
）、

分
家
（
お
よ
び
名
子

・
手
代
）
は
本
家
を
「
お
も
や
」
と
呼
ぶ
。
農
家
は
漁
家
を

「
ふ

な
っ
」
（
賤
称
の
意
味
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
）
と
い
い
、
漁
業
部
落
で
は
網
元
は
網

子
を
一
般
に
「
ふ
な
子
」
、
網
子
（
船
子
）
は
網
元
を
「
だ
ん
な
し
」
と
呼
ぶ
。
最
後
に

后
明
瀬
部
落
は
、

一
般
村
民
よ
り
「
こ
え
ん
た
」
（
「
小
械
多
」
？
）
と
卑
称
さ
れ
る
。

そ
れ
に
都
市
的
職
業

（医
師

・埋

髪
業

・
店
舗

・
教
員

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
に
従
事
す

る
者
と
金
力
丘
丘
引
揚
者
集
団
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
家
」
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た

身
分
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
除
外
さ
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
都
市
的
職
業
た
と
え
ば
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
も
、
そ
の
出
身
が
「
ど
ん
」
で
あ
れ
ば
や
は
り
「
ど
ん
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
強
靱
な
身
分
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
も
、
戦
後
の
個
人
の
尊
厳
と

人
間
の
平
等
を
基
調
と
す
る
民
主
主
義
的
変
革
、
と
り
わ
け
農
地
改
革
等
の
現
実
的
改

革
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
っ
て
た
つ
土
台
そ
の
も
の
が
揺
り
動
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
―
つ
に
、
村
の
政
治
を
つ
か
さ
ど
る
村
役
わ
け
て
も
村
長
に
、従
来
の
よ
う
な

「
さ
ま
」
か
ら
で
は
な
く
「
ど
ん
」
か
ら
で
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き

事
実
で
あ
ろ
う
。

村
内
で

一
般
に
「
い
う
し
か
」

（有
資
家
も
し
く
は
有
志
家
？
）
と
呼
ば
れ
る
も
の

に
、
岡
村
本
家
、
立
田
本
家
、
中
村
、
竹
田
そ
れ
に
佐
藤
が
入
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
村
の
階
層
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
構
造
の
最
上
位
に
位
す
る
も
の
で
あ
る
。

岡
村
本
家
は
そ
の
先
先
代
が
御
領
村
の
禅
宗
寺
の
住
職
と
意
見
が
衝
突
し
、
佐
伊
津

村
の
西

方

に

門
戸
を

し
た
と
き
に
、小
作
人
百
数
十
人
も

一
緒
に

つ
い
て
き
た
、

2

有
志
家
お
よ
び
名
子

五
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一
般
村
民
か
ら
「
い
う
し
か
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
、
と
推
測

養
男
死
亡
し
、
傭
人
に
よ
っ
て
文
字
通
り
食
う
だ
け
の
小
規
模
農
耕
に
従
事
し
て
い
る

程
度
で
あ
る
。
中
村
は
永
年
庄
屋
を
勤
め
た
と
い
う
こ
と
で
、
村
内
で
は
と
く
に
「
中

(

l

)

 

村
役
座
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
竹
田
は
朝
鮮
で
成
功
し
て
帰
郷
し
七
ー
八
町
の
土
地
を

所
有
す
る
地
主
で
あ
っ
た
。
立
田
は
二

0
ー
三

0
町
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ

の
土
地
は
大
部
分
他
村
に
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
村
に
お
け
る
支
配
力
は
弱
い
。
そ
れ
で
、

こ
の
村
に
お
い
て
と
く
に
「
有
資
家
」
と
呼
ば
れ
て
疑
わ
れ
な
い
の
は
岡
村
、
中
村
、

竹
田
で
あ
る
。
中
村
は
「
役
座
」
と
い
う
「
家
」
的
身
分
と
、
岡
村
本
家
と
数
代
に
わ

た
っ
て
婚
姻
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
基
礎
を
カ
バ
ー
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

「
有
資
家
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、
か
っ
て
保
守
勢
力
を

背
景
に
政
治
的
に
伸
長
し
た
佐
藤
が
あ
る
が
、
終
戦
と
と
も
に
失
脚
し
現
在
で
は
本
渡

町
に
質
屋
を
営
業
し
て
い
る
。
竹
田
は
経
済
的
に
、
佐
藤
は
政
治
的
に
勢
力
を
増
大
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
、

(
1
)

庄
屋
は
村
役
場
的
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
「
役
座
」
と
呼
ば
れ
る
。
宮
本
教
授
「
天

領
天
草
の
商
業
と
問
屋
」
（
「
九
州
大
学
文
化
史
紀
要
」
第
一
一
号
、
七
一
頁
参
照
）

か
っ
て
、
「
い
う
し
か
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
で
も
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の

村
で
註
わ
ず
か
に
五
ー
六
軒
に
す
ぎ
な
い
が
、
大
江
村
で
は
約
三

0
軒
あ
り
、
古
く
は

、
、
、
、
、

も
っ
と
多
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
旧
来
の
地
主
で
あ
り
一

般
村
民
と
は
社
会
的
諸
関
係
に
お
い
て
劃
然
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
佐
伊
津
村
の
有
資

家
層
の
特
徴
は
、
岡
村
、
立
田
を
除
い
て
、
政
治
的
・
経
済
的
に
勢
力
を
増
大
し
た
い

わ
ば
新
興
的
な
要
素
が
そ
の
な
か
に
包
含
さ
れ
て
い
る
、
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
有
資
家

層
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
こ
こ
で
も
重
要
な
機
能
を
営
む
も
の
は
そ
の
経
済
的
基
礎

で
あ
る
。
た
と
え
ば
こ
の
佐
伊
津
村
の
有
資
家
と
一
般
村
民
と
の
人
的
紐
帯
の
強
さ
に

う
の
で
は
な
い
。

ヨ

改
革
に
よ
っ
て
、
著
し
く
弱
体
化
さ
れ
た
こ
と
は

ぅ゚

が

ぉ

言

は
佐
伊
津
村
の
有
資
家
は
土
地
を
支
配
し
て
い
た
か
ら
だ
、
と
お
も
わ
れ
る
。

の
場
合
た
と
え
ば
「
奥
田
本
家
」
（
幕
府
よ
り
海
上
監
視
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
「
紀
元
二
三
七
七
年
二
丁
酉
牛
深
崎
津
両
遠
見
番
新
設
」

「
天
草
年
表
」
、
ニ

四
頁
。
）
は
、
「
い
う
し
か
」
で
な
く
「
だ
ん
な
さ
ん
」
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
佐
伊
津

村
で
も
立
田
が
「
い
う
し
か
」
と
い
わ
れ
る
に
躊
躇
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
所
有
地
が
お

も
に
他
村
に
あ
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
す
な
わ
ち
有
資
家
の

人
的
支
配
力
は
そ
の
物
的
支
配
力
に
或
る
租
度
比
例
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
え
よ

天
草
島
に
お
け
る
有
資
家
（
地
主
）
と
名
子
の
人
的
紐
帯
が
、
戦
後
と
り
わ
け
農
地

般
的
な
事
実
で
あ
る
。
こ
の
村
に

お
い
て
は
、
た
と
え
ば
岡
村
本
家
に
は
、
名
子
は
同
家
に
出
入
し
て
下
働
き
し
、
盆
正

月
に
は
下
駄
、
手
拭
、
腰
巻
な
ど
の
報
酬
を
受
け
て
い
た
が
、
戦
後
は
以
前
の
よ
う
な

人
的
結
合
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
完
全
に
か
か
る
関
係
が
消
滅
し
た
、
と
い

現
在
な
お
同
家
に
は
宅
地
名
子
（
屋
敷
地
・
床
畑
を
借
り
て
い
る
小
作
人
）

り
、
労
働
の
提
供
に
た
い
し
て
薪
や
米
の
報
酬
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
以
前
名
子
で
あ

っ
た
者
は
、
現
在
で
も
餅
揚
き
の
手
伝
に
く
る
。
崎
津
の
「
奥
田
本
家
」
も
農
革
後
名

子
は
形
式
上
（
央
質
上
も
多
少
）
姿
を
消
し
た
が
、
「
本
家
」
に
万
一
の
場
合
に
は
卒

先
し
て
馳
せ
参
ず
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
に
お
け
る
土
地
解
放
と
農
村
の
民
主
化
は
、
幾
分
不
徹
底
で
は
あ
っ
た
が
、
農

村
に
お
い
て
あ
る
程
度
封
建
的
制
約
を
打
破
し
た
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

こ
と
は
名
子
の
地
位
に
も
幾
分
反
映
し
た
。
大
江
村
に
お
い
て
は
、
名
子
は
有
資
家
の

畑
の
中
の
小
屋
に
住
い
、
有
資
家
に
隷
属
さ
れ
酷
使
さ
れ
て
い
た
。
婚
姻
の
相
手
方
も
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農

業

家

族

に
お
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
網
元
が
比
較
的
に
弱
体
で
あ
る
た
め
、
格
別
と
り
あ

げ
る
程
の
人
的
支
配
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
船
子
(
-
船
に
七
ー
八
人
の
専

属
が
普
通
）
は
、
年
一
度
の
漁
師
の
祭
と
さ
れ
る
恵
比
須
祭
に
は
、
網
元
の
饗
応
を
う

け
る
、
と
い
っ
た
温
情
的
な
慣
行
は
今
な
お
残
っ
て
い
る
●

佐
伊
津
村
の
現
在
人
口
四
、
四
九
八
人
の
う
ち
三
、
六
三
二
人
（
う
ち
男
一
、
七
五
八

人
、
女
一
、
八
七
四
人
）
す
な
わ
ち
そ
の
八
割
弱
が
農
家
人
口
で
あ
る
。
そ
し
て
農
業
部

落
に
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
上
在
郷
・
下
在
郷
・
寺
ノ
尾
•
町
・
堀
内
•
松
原
•
浜

洲
・
明
瀬
（
后
・
中
・
先
）
お
よ
び
金
力
丘
が
入
る
。

こ
の
村
に
お
け
る
農
家
の
所
有
地
は
二
五
九
町
七
反
二
畝
四
歩
、
借
入
地
三
一
町
五

P

七
ほ
ヽ

経営農用地面積と経営耕地面積て分類した農家数（イ）

総

I 
経 3 反未満
営
耕 3反以上5反未満
地
面 5反以上 1町未満
積
広 1町以上 1町5反未満
狭
別 1町5反以上2町未満

数

数

66: 

378 
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こ
と
に
農
村
の
今
後
の
将
来
と
も
考
え
て
問
題
が
残
り
そ
う
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
に
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
主
と
、、

名
子
（
あ
る
い
は
小
作
人
）
の
関
係
は
、
そ
れ
が
恩
情
と
奉
仕
と
呼
ば
れ
な
が
ら
労
働

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

給
付
の
慣
行
を
支
配
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
過
小
農
社
会
に
発
生
せ
ざ
る
を
得
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、

必
然
的
な
依
存
関
係
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
充
分
こ
こ
で
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
の

あ
っ
た
の
で
は
な
い
、

が
か
っ
て
の
地
主
に
奉
仕
す
る
の
は
何
故
か
。

こ
の
関
係
が
単
に
封
建
的
制
約
に
の
み

有
資
家
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
、
婚
姻
は
極
め
て
簡
単
に
取
り
済
ま
さ
れ
て
い
た
、
と
い

わ
れ
る
。
そ
の
地
位
は
「
旦
那
持
ち
と
ド
ー
マ
ン
持
ち
や
ま
ま
に
な
ら
ぬ
」
と
い
う
俗

諺
に
よ
っ
て
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
資
家
を
地
主
と
す
る
小
作
人
お
よ
び
名

子
と
ヒ
ラ
リ
ャ
患
者
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
名
子
も
小
作
人
も
多
く

ぱ
形
式
上
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
、
か
か
る
封
建
的
制
約
が
除
か
れ
て
も
な
お
、
名
子

つ
ぎ
に
、
こ
れ
は
直
接
「
有
資
家
」
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
漁
家
に
お
け
る
網

元
と
船
子
と
の
関
係
も
一
種
の
名
子
的
性
格
を
帯
び
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
村

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

11 

91 85 6
 

148 142 

47 

6

7

 
4
 

2
 

2
 

別農家数（口）

専業兼 - 莱

数専業
兼業農

＿第一種兼業

＇ 農 家数総数 l 
66: I 23g | 43↑ !品 | 1 § | 
378 ~ 103 I 275 I 31 I 46 

91 I 27 I 64 I 9 I 21 

148 I 28 I 70 I 9 I 34 

47 I 27 I 20 I 1 I 12 

1 I - I 1 

1 | -・1 11 

専 業 兼 業

数

一総

3 反未満

3反以上5反未満

5反以上 1町未満

1町以上 1町5反未満

1町5反以上2町未満

3町以上5町未満

別
家数
第二種兼業

14g l 11: 
119 I 79 

18 I 16 

5 I 22 1 

3 I 4 

五
四



兼業の積類別農家数 （ハ） 清
の
過
小
農
で
あ
る
（
り
図
参
照
）
。
ま
た
農
家
数
の
う
ち
専
業
農
家
は
二
三
五
戸

で

そ
の
半
分
に
満
た
な
い
。
残
り
の
四
三
一
．戸
は
他
の
兼
業
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
兼
業
農
家
数
四
三
一
戸
の
う
ち
二
七
五
戸
は
三
反
未
満
農
家
で
あ
る
（
⑪
図
参

照
）。
さ
ら
に
第
一
種
兼
業
と
し
て
漁
榜
業
に
従
事
す
る
も
の
ニ
―
戸
、第
二
種
兼
業
と

し
て
漁
摺
業
に
従
事
す
る
も
の
七
二
戸
で
、
そ
の
他
兼
業
の
お
も
な
も
の
と
し
て
は
第

二
種
兼
業
と
し
て
商
業
を
営
む
も
の
が
あ
る
（
り
図
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
こ
の
村
の

農
業
は
全
体
的
に
低
調
で
あ
り
、
米
作
の
反
当
り
平
均
収
穫
量
は
二
石
八
升
で
、
福
岡

•
•

佐
賀
県
（労
働
カ

一
五
ー

一
七
人
）
の
反
当
り
平
均
収
穫
量
の
三
・

ニ
ー
三
•
四
石
に

天草島における家族制度

疇第一鯰種1第鱈二疇種 計

農
1.森 林 業 ： : : 

業 2.製 炭 業 ． ~ 

以 3.その他の林産物業 ~ ． ~ 

外 4.漁 掃 業 21 72 93 
の 5.水産増殖業 ． 1 1 
産
6.工 業 3 8 11 

業

を 7.商 業 ， 40 49 

営 8.交 通 業 10 7 17 

む 9.小作料其他の財産収入 3 ~ 3 

も IO.その他の産業 4 15 19 
の

小 計 52 145 197 

11.農業日傭季節傭 2 2 ． 
12.農 業 ・常 傭 ． ↓ 

~ 

賃 13.林業賃労働 1 ~ 1 

労 14.水産業賃労鋤 4 12 16 

鋤 15.鉱業賃労鋤 1 1 2 

者 16.大工業賃労鋤
7 2 ， 

で
17. 中 小 工業賃労働 3 2 5 

18.商業賃労慟 ~ 

~ 

あ
19.交通業賃労鋤 3 1 4 

る 20.人 夫 日 傭 28 15 43 

も 21.家事賃労鋤 . 7 4 11 

の 22.その他の賃労鋤 57 25 82 

23.職 員 勤 務 59 59 

小 計 113 122 234 
I 

合 計 I 165 I 266 I 431 

五
五

公
然
的
あ
る
い
は
公
式
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
態
は
も
っ

と
違

先
と
な
っ
て
い
る
出
稼
人
は
、
男
子
の
方
が
約
二
倍
と
な
っ
て
い

る

は
出
稼
人
数
に
お
い
て
も
二

0
六
人
中
一
〇
九
人
を
占
め
る
（
付
図

業
も
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
山
林
も
な
く
、
ま
た
現
金
に
還
元
し
う
る
よ
う
な
薩
菜

作
物
収
入
や
果
樹
園
芸
収
入
も
と
る
べ
き
程
の
も
の
は
な
い
（
⇔
図
参
照
）
。
た
だ
有
、

望
な
の
は
有
畜
方
面
と
黒
砂
糖
そ
れ
に
煙
草
が
あ
る
。
有
畜
と
し
て
は
昭
和
二
二
年
よ

り
乳
牛
三
六
頭
、
黒
砂
糖
は
島
内
で
比
率
と
し
て
は
一
番
多
産
で
あ
り
、
煙
草
は
昭
和

一
三
年
以
来
耕
作
す
る
よ
う
に
な
り
現
在
四

0
戸
が
耕
作
し
て
い
る
。

低
生
産
と
経
営
耕
地
面
積
の
狭
麿
さ
は
、
過
小
農
社
会
の
特
質
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

百

失

業

、
労
働
力
の
移
動
お
よ
び
そ
の
流
出
と
し
て
の
職
業
離
村
等
が
す
な
わ
ち
そ

れ
で
あ
る
。
顕
在
失
業
者
の
い
る
農
家
数
は
総
数
一
七
九
戸
で
約
そ
の
半
分
の
八
二
戸

は
三
反
未
満
農
家
で
あ
る
（
固
図
参
照
）
。
ま
た
出
稼
の
あ
る
農
家
数

一
四
七
戸
の
う
ち
過
半
数
の
八
五
戸
は
三
反
未
滴
農
家
で
あ
り
、
そ
れ
‘

参
照
）。
こ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る

「
三
反
百
姓
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
出
稼
や
失
業
者
数
は
下
層
程
濃
厚
で
あ
り
、大
体
そ
の
経
営
耕
地

面
積
に
反
比
例
す
る
よ
う
で
あ
る
。
出
稼
者
総
数
二

0
六
人
中
男
七
二

人
、
女
一
三
四
人
で
圧
倒
的
に
女
子
の
出
稼
が
多
い
。
た
だ
長
崎
が
行
‘

が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
炭
鉱
労
働
者
と
お
も
わ
れ
る
。
が
ん
ら
い
天
草

は
女
子
の
出
稼
労
働
で
有
明
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
職
業
は
お
も

に
紡
績
女
工
、
女
中
、
旅
館
、
飲
食
店
、
店
員
な
ど
で
あ
り
、
こ
と
に

紡
績
女
エ
と
サ

ー
ヴ
ィ
ス
業
は
顕
著
で
あ
る
。
図
に
示
し
た
統
計
は
、

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
サ

ー
ヴ
ィ
ス
業
に
従
｀

事
す
る
女
子
の
多
く
は
転
出
証
明
書
を
必
要
と
し
な
い
場
合
が
多
く
、



経営耕地面積広狭別にみた農業態弓l]及び農業収入目I]農家数（二）

総

1.耕種のみ

2.蓑蚕のみ

3.蓑畜のみ

．4.耕種と養蚕の両者

5.耕種と養畜の両者

6.養蚕と養畜の両者

7.耕種養畜養蚕の三者

総 数

経営耕地面積広狭別

数 1

3反未満 I3反以上5反末満 I
5反以上 l1町以上 111町5反以
1町未満町5反末満上2町未満

1/J I. 1りI';I ~ I. ~ 戸

93
 

ー

，
 

8
 

l

3

2

 
4
 

33 

666 

-
3
 

247 

5

8

 
7
 
3
 

l
2
7
4
 

2

1

 ，
 

129 

16 

148 

39 

8

7

 
4
・一

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

1.自給農家

2.稲 作` 収入

3.麦作収入

4.雑穀作収入

5.甘藷馬鈴薯作収入

6.流菜作収入

7:工芸作物収入

8.果樹園芸収入

9. その他の作物収入

10.畜産収入

11.旋蚕収入

12. いづれの収入も 4割に
みたないもの

総 数

5

5

1

 

9

4

 

4

1

 

16 

-

2

2

6

 

666 

370 

3 

3
 

一
ー
ー

378 

4
 

一ー

1

91 

6
 

2
 

148 

3
 

3
 

47 

顕 在 失 業 者 （但し年齢15歳以上） （ホ）

総 数 3反未満

戸

179 
戸

82 

,—_ 

上
満
以

末

戸

1

町
町

-
2
3
 
閾贔
戸
18

町
5町
1

1

 

上
満
以

末

戸

49

反
町
5
1
 

上
満
以

末

戸

28

反
反
3
5
 

経営耕地面積と出稼者数 （へ）

3
 
反 末

数

満

3反以上 5反未満

5反以上 1町未満

1町以上 1町 5反末満

1町 5反以上2町未満

2 町以上 3町末満

出稼者の
出 稼

金を仕送りするもの
総数

ある農家 ．． 男 I 女

1 ~ I 20~ I 4~ I -8~ 

1 109 | 25 | 44 ! 85 

19 

29 

13 

32 

44 

20 

5

9

7

 

8

7

4

 

1

1

 

者

金を仕送りせねばな
らぬものおよび金を
仕送りせぬもの

男 I 女
人人

25 1 51 

I 
14 

5

5

 

26 

4

3

8

 

ー

五
六



行 先

天

本

島

に

お

け

る

家

族

制

度

総

総

経
営
耕
地
面
積
広
狭
別

3
 
反 末

別出稼者（卜）

県 外（都道府県別）

県内総数

（各地方）長崎佐賀福岡大
別の計

男 I女 1男 1女男 1女男 l女男 1女男 I女]| 
数|分 | 直 | 1~| 命| 5令I11t I 分|1i1 合|§ |念|伶|↑ | 
満 |39I 10 I s i 15 I 31 I 55 I 11 ! 16 ¥ 1 I 1 I 5 I 1 I 1 

1 
I 

3反以上 5反未満

5反以上 1町末満

1町以上 1町5反未満

1町5反以上2町未満

10 

4

8

 

ー

数

22 

0

2

 

3

1

 ．
 

3
 

3
 
3

4

 

10 

1

6

 

ー

19 

7

9

 

2
 

3
 
5

2

 

3

2

 

3
 
3
 

と
え
ば
有
資
家
の
と
こ
ろ
で
も

明
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
た

い
う
理
由
の
み
に
よ
っ
て
ほ
説

労
働
は
、
単
に
経
済
的
貧
困
と

し
か
し
天
草
に
お
け
る
出
稼

れ
る
。

的
に
活
気
が
あ
っ
た
、
と
い
わ

に
お
い
て
も
、
戦
前
に
は
台
湾

そ
の
実
態
の
把
握
は
極
め
て
困

れ
の
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、

は
村
内
で
は
一
時
不
在
の
形
で

あ
る
の
で
こ
う
し
た
統
計
に
あ

ら
わ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
女
子

お
よ
び
そ
の
家
族
こ
そ
わ
れ
わ

難
で
あ
る
。

ま
た
天
草
は
海
外
出
稼
と
の

関
係
に
お
い
て
も
著
名
な
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
佐
伊
津
村

そ
の
他
の
海
外
出
稼
者
の
仕
送

り
（
金
銭

・
衣
料
・
菓
子
）
に

よ
っ
て
、
盆
・
正
月
に
は
比
較

そ
れ
を
も
っ
て
行
か
な
い
の
が

通
例
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
女
子

五
七

W,s, 

ず
く
。
天
草
で
は
一
度
外
へ
出
な
い
と
一
人
前
に
な
れ
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
に

は
、
も
は
や
親
と
子
の
対
等
な
人
格
の
承
認
と
い
う
こ
と
は
片
鱗
も
な
い
。

漁
業
家
族
は
、
有
明
海
（
嶋
原
海
湾
）
に
面
し
て
帯
状
に
つ
ら
な
る
洲
ノ
崎
、
宮
、

元
、
三
軒
屋
の
各
部
落
で
あ
り
、
漁
業
者
戸
数
三

0
六
戸
、
漁
民
数
合
計
九
四
九
人
で

あ
る
。
延
長
海
岸
線
粁
数
は
三
・
六
粁
で
あ
る
が
、
海
が
遠
浅
の
た
め
殆
ん
ど
零
細
漁

民
で
あ
る
。

こ
の
村
で
使
用
さ
れ
て
い
る
漁
船
は
、
動
力
船
四

0
、
無
動
力
船
―
二
六
で
あ
る
が
、

一
般
的
に
小
型
な
も
の
が
多
い
。
漁
船
登
録
台
帳
に
よ
る
と
、
七
・
ニ
三
噸
一
五
ー
一
六

馬
力
が
最
大
で
、
つ
ぎ
に
五
．
―
-
噸
―
二
馬
力
、
四
・
九
〇
噸
六
馬
力
、
四
・
一
七
噸
、

そ
の
他
は
ニ
ー
一
噸
四
ー
五
馬
力
で
他
は
一
噸
以
下
で
そ
の
大
部
分
で
あ
る
。
機
関
の
が

あ

種
類
と
し
て
は
電
着
が
主
で
、
ヂ
ー
ゼ
ル
（
四
基
頭
）
、
焼
玉
（
一
ー
ニ
基
頭
）

り
、
電
探
は
つ
け
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
力
船
を
も
つ
漁
家
は
少
な
く
、
大
部
分
は
一
軒
に
一
艘
の
手

船
も
も
た
な
い
有
様
で
あ
り
、
網
元
は
二
軒
あ
る
が
極
め
て
小
規
模
経
営
で
あ
る
。
そ

れ
で
多
く
は
一
本
釣
で
あ
り
、
そ
の
他
と
し
て
は
手
網
が
こ
の
村
の
漁
業
家
族
の
お
も

な
漁
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
家
族
で
は
、
夫
が
一
本
釣
で
魚
を
釣
っ
て
く
る
と
、
妻

が
そ
れ
を
売
り
に
行
く
、
と
い
っ
た
家
族
的
分
業
が
行
わ
れ
る
。
釣
に
行
け
な
い
日
は
、

夫
も
し
く
は
男
は
田
お
も
に
畑
の
耕
作
に
従
事
し
、
妻
も
し
く
は
女
の
家
族
員
は
「
メ

ゴ
イ
ナ
イ
」
（
行
商
の
意
。
魚
、
大
部
分
は
鰯
を
入
れ
る
容
器
ー
ー
竹
製
が
普
通
ー
ー
を

『
メ
ゴ
』
と
呼
び
、
『
イ
ナ
イ
』
は
『
担
う
』
の
訛
と
お
も
わ
れ
る
）
に
で
か
け
る
。

「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
ば
、
鮮
魚
船
（
お
も
に
他
地
方
、
牛
深
、
長
崎
、
五
島
方
面
か
ら
の

鰯
を
も
つ
て
く
る
）
か
ら
魚
を
「
メ
ゴ
」
で
買
い
受
け
て
行
商
す
る
。
買
い
受
け
た
一

4

漁

業

家

族



イ
、
チ
ヌ
、
フ
カ
（
小
）
、

コ
ゼ
、

ス
ズ
キ
（
一
人
で
一
日
三
ー
四
匹
程
度
）
、
カ
ワ
ハ
ギ
、
オ

ク
サ
ビ
そ
の
他
の
雑
魚
類
で
あ
る
。
延
縄
（
こ
こ
で
は
小
型
）
で
は
、
タ
イ
、

チ
ヌ
、
フ
カ
、
エ
ビ
な
ど
が
そ
の
主
な
漁
獲
物
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
年
中
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
漁
獲
さ
れ
る
も
の
に
鰯
が
あ
る
。
海
草
類
た
と
え
ば
「
ア
オ
サ
」
は
自
家
消

費
分
だ
け
採
集
さ
れ
る
（
以
上
漁
業
協
伺
組
合
に
お
け
る
聴
取
に
よ
る
）
。

か
し
蛸
は
冬
は
な
く
、
十
月
一
カ
月
間
は
産
卵
期
で
禁
止
さ
れ
る
。

一
本
釣
で
は
、
タ

回
分
の
収
入
は
ー
—
ー
一
日
で
売
り
捌
け
な
い
こ
と
も
あ
る
ー
ー
一
人
約
一
0
0
ー
一
五

最
近
こ
う
し
た
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
も
行
商
人
組
合
が
生
れ
た
。
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」

は
組
合
に
登
録
さ
れ
、
そ
こ
で
は
形
式
的
に
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
適
す
る
か
ど
う
か
の

健
康
診
断
が
行
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
も
免
許
が
必
要
と
さ
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
「
身
体
が
身
代
だ
」
と
い
っ
て
い
る
。
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
と

つ
て
は
身
体
が
唯
一
の
資
本
で
あ
る
。
行
商
に
で
か
け
る
地
域
は
、
お
も
に
本
渡
町
と

佐
伊
津
村
周
辺
の
農
村
で
あ
る
が
、
農
繁
期
こ
と
に
田
植
時
に
は
村
内
で
も
売
り
捌
か

つ
ぎ
に
、
こ
の
村
の
漁
法
と
漁
獲
物
を
み
よ
う
。
こ
の
村
で
は
、
一
本
釣
、
夏
の
地

lb
べ

な

わ

ど

う

L
ぅ

引
、
蛸
壺
、
え
び
網
、
延
縄
の
漁
法
が
主
で
そ
れ
に
童
鯛
網
が
あ
る
。
地
引
は
帆
船
三

ー
四
艘
で
構
成
す
る
が
、
人
員
を
多
く
必
要
と
す
る
の
で
日
傭
人
が
や
と
わ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
日
傭
人
は
「
テ
イ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
テ
イ
シ
」
に
は
女
子
や
小

学
生
も
や
と
わ
れ
る
。
小
学
生
は
一
本
釣
や
童
鯛
網
に
は
加
わ
ら
な
い
が
、
夏
休
み
に

は
地
引
の
「
テ
イ
シ
」
と
な
る
。
小
学
生
に
は
金
銭
の
報
酬
は
な
く
、
現
物
（
漁
獲
物
）

の
給
付
を
以
て
そ
れ
に
代
え
ら
れ
る
。

こ
の
村
で
は
、
手
繰
網
で
雑
魚
を
魚
獲
す
る
の
が
も
っ
と
も
多
く
、
六
ー
七
月
は

「
エ
ビ
コ
」
の
漁
期
で
、
夏
は
童
鯛
、
八
ー
九
月
は
小
ア
ジ
、
蛸
の
漁
期
で
あ
る
。
し

こ
の
よ
う
に
し
て
漁
獲
さ
れ
る
一
カ
年
分
の
漁
獲
高
は
、
童
鯛
五

0
0貫
、
小
ア
ジ

サ
メ
六
五
〇
貫
、
カ
レ
・
ヒ
ラ
メ
ニ
ニ
〇
貫
、
貝
類
四
、
―
二

0
貫
（
千
鳥
貝
が
主
で
あ

り
、
家
族
の
自
家
消
費
分
を
含
む
）
、
イ
カ
六
五
〇
貫
、
チ
ヌ
・
ス
ズ
キ
（
一
本
釣
）

一
、
一
四

0
貫
、
タ
イ
六
四
〇
貫
で
そ
の
他
の
漁
獲
物
が
二
、
三
四
〇
貫
、
海
草
類
な
し
、

で
あ
る
。
（
佐
伊
津
村
漁
業
協
同
組
合
昭
和
二
七
年
度
統
計
に
よ
る
）
。

網
元
と
網
子
の
関
係
は
、
網
子
は
一
般
に
は
一
網
に
五
ー
八
人
位
が
配
属
さ
れ
る
の

が
普
通
で
あ
り
、
出
漁
す
る
場
合
に
は
一
軒
の
網
元
に
四

0
ー
五

0
人
が
従
事
す
る
。

そ
の
他
一
般
に
大
体
七
ー
八
人
の
専
属
的
な
船
子
が
い
る
。
網
元
と
網
子
そ
の
他
の
従

業
者
に
よ
る
漁
獲
の
収
入
は
、
他
地
方
の
よ
う
に
四
分
六
分
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
た
と
え
ば
、
ア
ヂ
網
で
網
元
に
傭
わ
れ
た
人
は
大
人
・
子
供
を
問
わ
ず
そ
れ
ぞ

れ
漁
獲
物
を
分
配
す
る
。
そ
の
漁
獲
物
の
分
配
を
当
地
方
の
人
人
は
「
サ
カ
デ
」
と
呼

ぶ
。
た
と
え
ば
、
魚
一
升
二

0
円
と
し
そ
れ
を
三

0
円
で
売
る
と
す
れ
ば
、
結
局
一

0

円
が
自
己
の
収
入
と
な
り
、
網
元
は
二

0
円
だ
け
が
そ
の
収
入
と
な
る
。
す
な
わ
ち
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
二

0
円
以
上
の
危
険
を
分
配
者
に
お
い
て
負
担
す
る
わ
け
で
あ

漁
業
家
族
の
主
な
収
入
源
は
い
う
ま
で
も
な
く
漁
業
生
産
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
に
一
般
的
に
極
め
て
低
位
な
漁
業
生
産
の
た
め
、
そ
の
経
済
生
活
は
多
面
的
に
な
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
賃
労
働
、
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
、
農
業
収
入
な
ど
が

あ
る
が
、
賃
労
働
は
日
傭
労
働
者
で
普
通
男
子
一
人
一
八

0
円
、
女
子
一
四

0
円
程
度

の
日
給
で
あ
る
。
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
は
先
述
し
た
よ
う
に

一
日

一
人
一

0
0ー
一
五

0

円
位
で
あ
る
。
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
崎
津
の
一
例
で
あ
る
が
、
夫
は

が
ん
ら
い
一
本
釣
だ
が
病
臥
中
で
、
そ
の
妻
が
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
に
で
か
け
る
が
土
地

の
地
理
に
暗
い
た
め
道
が
わ
か
ら
ず
ど
う
も
う
ま
く
行
か
な
い
。
そ

L.

る。

れ
る
。

0
円
位
が
普
通
で
あ
る
。

二
、
六

0
0貫
、
ク
コ
六

‘
1
0
0貫、

エ
ビ
ニ
、
二

0
0貫、

小
鰯
一
、

0
0
0貫、

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

五
八



天

本

島

に

お

け

る

家

族

制

度

1

・日

し

、＞

ヽ
・

一
升
と
い
う
話
で
あ
る
。
ま
た
農
業
収
入
と
い
う
も
、
こ
れ
は
兼
業
と
い
え
な
い
程
度

の
も
の
が
多
く
、
そ
の
収
獲
物
も
大
部
分
現
金
に
還
元
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
劣
悪
な
自
然
的

・
経
済
的
諸
条
件
下
に
お
か
れ
た
漁
業
家
族
の
労
働
力
の

流
出
す
な
わ
ち
出
稼
が
多
く
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
天
草
が
女
子
出
稼
労
働
力
の

供
給
地
で
あ
る
こ
と
は
余
り
に
も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
出
稼
労
働
者
の

(

l

)

 

大
半
が
漁
業
家
族
の
女
子
で
あ
っ
て
農
業
家
族
の
そ
れ
で
な
い
、
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(
1
)

高
田
教
授
「
天
草
漁
村
の
実
態
調
査
」
（
「
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
」
）
第
二

号
、
一
五
一
一
一
頁
参
照
。

ま
た
こ
の
村
の
漁
業
家
族
で
は
、．
比
較
的
に
結
核
患
者
が
多
い
、
と
い
わ
れ
る
。
社

会
福
祉
事
務
所
（
本
渡
）
の
説
明
に
よ
る
と
、
貧
困
と
衛
生
観
念
の
欠
如
が
そ
の
原
因

で
あ
っ
て
、
あ
な
が
ち
出
稼
人
が
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
、
と
は
い
え
な
い
そ
う
で

あ
る
（
天
草
社
会
福
祉
事
務
所
金
子
氏
談
）
。

こ
う
し
た
漁
村
の
経
済
的
基
盤
が
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
基
ず
い

て
改
正
さ
れ
た
民
法
を
容
易
に
受
け
入
れ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
事
実
、
わ
れ
わ
れ
の

家
族
制
度
ー
な
か
ん
ず
く
親
子
関
係
と
均
分
相
続
ー
の
質
問
に
対
し
て
は
、
「
自
分
た

ち
は
ア
メ
リ
カ
の
真
似
は
し
な
い
」
と
い
う
な
か
ば
野
次
の
よ
う
な
応
答
が
、
数
人
の

「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
の
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と

が
、
従
来
の
戸
主
を
中
心
と
し
た
封
建
的
「
家
」
へ
の
礼
讃
で
あ
る
、
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
家
族
が
一
団
と
し
て
漁
業
生
産
に
従
事
す
る
た
め
、
家
族
の
協
同

・
命
令

服
従
の
必
要
は
強
く
、
た
め
に
戸
主
（
家
長
）
の
支
配
力
は
合
理
化
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
前
述
し
た
よ
う
に
漁
業
生
産
関
係
ば
こ
の
よ
う
な
戸
主
を
中
心
と
し
た
封
建
的
「
家
」

を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
問
題
は
、
農
業
家
族
に
お
け
る
と
同
じ

あ
る
。

五
九

イ
の
た

金
力
丘
引
揚
者
集
団

金
ケ
丘
の
、
も
と
海
軍
の
特
攻
隊
庁
舎
が
、
敗
戦
に
よ
っ
て
外
地
引
揚
者

・
戦
災
者

の
優
先
的
住
宅
と
な
り
、
そ
れ
が
後
に
な
っ
て
他
の
生
活
困
窮
者
や
身
寄
り
の
な
い
者

な
ど
も
若
干
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
金
力
丘
は
い
わ
ば
そ
れ
ら
の
人
た
ち
の
寄
合

世
帯
で
あ
る
。

金
力
丘
は
第
一
区
と
第
二
区
に
分
け
ら
れ
る
が
、
第
一
区
は
六
二
世
帯
、
第
二
区
は

二
二
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
を
出
身
本
籍
地
別
に
み
る
と
、
総
計
八

0
世
帯
の
う
ち
本
籍

地
が
佐
伊
津
村
で
あ
る
も
の
は
四

0
世
帯
、
郡
内
他
村
一
八
世
帯
、
県
内
他
郡
三
世
帯

で
あ
り
、
本
籍
地
別
で
さ
え
そ
の
半
数
は
佐
伊
津
村
で
あ
る
。
大
体
配
偶
者
の
一
方
の

七
ー
八
割
は
佐
伊
津
村
の
人
だ
そ
う
で
あ
る
。

金
力
丘
の
家
族
の
う
ち
三
二
世
帯
は
女
が
世
帯
主
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
三
人
す

な
わ
ち
過
半
数
は
明
治
生
れ
で
あ
り
年
老
い
た
未
亡
人
の
家
族
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
五
人
は
、
身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
し
で
あ
り
、
う
ち
三
人
女

子
、
二
人
男
子
で
あ
る
。
こ
こ
の
家
族
構
成
人
員
は
、
第
一
区
、

0
戸
、
三
ー
五
人
三
五
戸
、
六
ー
七
人
七
戸
で
、
第
二
区
は
一
人
の
と
こ
ろ
な
く
、
二

人
三
戸
、
三
人
六
戸
、
四
人
三
戸
、
五
人
三
戸
、
六
人
二
戸
、
七
人
四
戸
、
八
人
一
戸

と
概
し
て
小
家
族
で
あ
る
。

こ
こ
の
居
住
者
の
う
ち
引
揚
者
は
、
朝
鮮
、
満
洲
、
中
国
の
各
地
に
及
ぶ
が
、
も
っ

と
も
多
い
の
は
台
湾
引
揚
者
で
あ
る
。
引
揚
者
以
外
に
入
宿
し
て
い
る
人
の
大
部
分
は
、

実
家
や
婚
家
と
の
折
合
が
悪
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
も
働
き
盛
り

を
す
ぎ
た
た
め
に

「
家
族
の
余
計
者
」
と
さ
れ
た
、
と
い
う
の
が
そ
の
原
因
の
よ
う
で

．
こ
う
い
っ
た
人
び
と
の
集
団
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
の
人
び
と
の
職
業
は
、
失
対
事
業

5
 

一
人
九
戸
、
二
人
一



一
般
村
民
よ
り
「
こ
え
ん
た
」
と
賤
称
さ
れ
て
隔
絶
さ
れ
て
い
る
。

8
 

の
日
傭
と
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
、
そ
れ
に
生
活
保
護
法
の
救
済
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る

も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
の
経
済
生
活
も
一
般
に
苦
し
い
。
と
く
に
未

亡
人
は
専
ら
「
メ
ゴ
イ
ナ
イ
」
を
生
業
と
す
る
。
失
対
事
業
が
な
か
っ
た
ら
早
速
食
え

な
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
憂
慮
す
る
家
族
や
、
息
子
を
保
安
隊
に
入
隊
さ
せ
た
い
が
そ
れ

も
身
体
が
弱
く
て
、
と
歎
く
家
族
も
あ
る
。

こ
こ
の
人
た
ち
に
は
引
揚
者
が
多
く
、
ま
た
直
接
農
地
を
耕
作
し
な
い
た
め
子
供
の

「
お
や
つ
」
に
。
ハ
ン
を
与
え
る
と
き
も
あ
る
。
農
家
の
人
が
そ
れ
を
み
て
「
金
力
丘
は

我
乏
だ
と
い
う
が
決
し
て
貧
乏
で
は
な
い
。
う
ち
で
は
子
供
に
芋
を
与
え
る
の
に
金
力

丘
で
は
パ
ン
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
金
ヵ
丘
と
農
業
家
族
を

后

明

瀬

部

落

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

金
子
氏
談
）
。

対
照
し
て
実
に
興
味
あ
る
こ
と
ば
で
あ
る
。

こ
こ
の
建
物
は
、
戦
争
中
海
軍
が
急
造
し
た
バ
ラ
ッ
ク
で
あ
り
、
そ
れ
も
朽
廃
し
つ

つ
あ
り
隣
室
と
は
と
く
に
壁
板
一
枚
の
生
活
で
あ
る
。
こ
う
し
た
生
活
環
境
と
貧
困
の

た
め
問
題
児
童
が
多
い
、
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
天
草
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
二
十

八
年
度
よ
り
の
建
設
計
画
と
し
て
保
育
所
と
授
産
所
の
設
置
を
こ
こ
に
予
定
し
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
（
天
草
社
会
福
祉
事
務
所

長
い
間
、
誤
っ
た
し
か
も
い
わ
れ
も
な
い
社
会
的
偏
見
に
よ
っ
て
、
他
部
落
か
ら

一

切
の
社
会
的
関
係
を
断
た
れ
て
孤
立
し
た
の
に
后
明
瀬
部
落
が
あ
る
●
こ
の
部
落
は
、

階
層
構
造
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
底
辺
に
圧
し
潰
さ
れ
、
今
な
お
旧
来
の
因
襲
に
よ
り
解
放

さ
れ
ず
、

こ
の
部
落
の
全
戸
数
は
約
四

0
ー
五

0
戸
で
、
極
度
に
零
細
的
な
農
耕
に
従
事
し
、

ふ
る
い

生
産
力
が
低
い
た
め
鶉
の
売
買
、
狸
の
捕
獲
、
そ
の
他
飾
の

一
種
で
あ
る
「
み
い
」
を

つ
く
っ
て
い
る
。
こ
の
部
落
の
家
族
構
成
と
経
営
現
模
を
二
、
三
大
雑
把
に
覗
い
て
み

畑
三
反
二
畝
、
宅
地
三
畝
と
な
っ
て
い
る
。

普
通
畑
二
反
七
畝
、
宅
地
四
畝
、
脱
穀
機
一
台
、
散
紛
機
一
台
、
そ
れ
に
家
畜
と
し
て

牛
一
頭
、
鶉
三
羽
゜
⇔
夫
婦
と
女
二
人
男
一
人
、
耕
種
と
養
蚕
、
畑
二
反
五
畝
、
宅
地

二
畝
、
豚
三
頭
Q

同
夫
婦
と
女
三
人
男
二
人
で
農
業
主
、
畑
二
反
二
畝
、
宅
地
一
畝
一

五
歩
、
牛
一
頭
。
同
夫
婦
と
男
二
人
女
一
人
で
田
一
反
七
畝
、
畑
一
反
三
畝
、
宅
地
一

畝
。
固
夫
婦
と
男
一
人
女
一
人
で
畑
二
反
五
畝
、
宅
地
二
畝
、
鶉
六
羽
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ち
は
二
、
三
の
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
部
落
の
農
業
と
い
う
も
概
し
て
こ
の
租

度
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
一
例
は
、
世
帯
主
三
五
歳
そ
の
妻
一
二
三
歳
、
子
供
六
入
、
そ

れ
に
叔
母
五

0
歳
、
弟
二
五
歳
、
妹
―
二
歳
を
含
む
大
家
族
で
あ
る
が
、
生
産
手
段
は

こ
の
よ
う
に
、
生
産
力
も
低
く
、
経
済
的
に
も
他
部
落
か
ら
孤
絶
し
て
い
る
こ
の
部

落
は
、
長
い
間
の
動
か
し
難
い
偏
見
に
よ
っ
て
社
会
的
に
も
孤
立
し
、
わ
ず
か
に
本
渡

町
の
肉
屋
や
靴
屋
と
交
流
す
る
租
度
で
あ
る
。
こ
う
し
て
社
会
的
に
孤
立
状
態
に
あ
る

と
、
通
婚
圏
も
著
し
く
孤
立
的
に
限
定
さ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
き
お
い

部
落
内
婚
や
近
親
婚
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
部
落
の
姓
が
大
部

．
分
共
通
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
全
戸
数
四
九
戸
の
う

ち
圧
倒
的
過
半
数
の
二
九
戸
は
「
明
瀬
」
姓
で
あ
る

（昭
和
二
七
年
七
月

一
日
住
民
登

録
調
査
、
準
備
調
査
表
に
よ
る
）
。

こ
の
部
落
で
自
家
製
造
さ
れ
る
醤
油
や
味
噌
の
味
は
極
め
て
不
味
い
、
と
い
わ
れ
る
。

そ
れ
は
こ
の
部
落
が
他
部
落
と
の
交
流
な
く
隔
絶
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
製
造
方
法

な
い
し
技
術
が
未
熟
な
た
め
だ
、
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
他
部
落
か
ら
「
こ
え
ん
た
」
と

蔑
称
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
こ
の
部
落
の
人
び
と
は
、
雲
仙
爆
発
の
際
に
海
水
が

越
さ
な
か
っ
た
た
め
に
「
越
え
ん
た
」
（
越
え
な
い
で
は
な
い
か
」
の
意
）
と
い
う
の

だ
と
、
殆
ん
ど
絶
望
的
自
嘲
に
し
か
聞
き
と
れ
な
い
よ
う
な
応
答
に
よ
っ
て
、
力
な
い

ハ
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た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
一
般
的
に
他
所
者
を
歓
迎
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

(1) 1
婚

姻

(
1
)
H
a
i
n
i
s
c
h
`
D
i
e
 L
a
n
d
f
l
u
c
h
t
,
 
1
9
2
4
.
 S
.
 
5
7
.

な
お
野
尻
氏
著
「
農
民
離
村
の
実
証
的

研
究
」
二
四
頁
参
照
。

い
な
い
。

通
婚
範
囲
と
り
わ
け
そ
の
地
城
的
限
界
は
、
天
草
の
島
嶼

と
し
て
の
彼
岸
は
た
だ
離
村
の
み
で
あ
る
。
家
族
全
員
引
越
し
た
家
族
も
二

1

1

一
に
と
ど
ま
ら
な
い
が
、
行
先
は
お
も
に
東
京
や
福
岡
と
い
っ
た
大
都
会
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
農
家
は
9

イ
ニ
ッ
シ
の
い
う
よ
う
に
、
彼
ら
は
正
し
く
都
市
よ
り
の

招
き
を
受
け
る
よ
り
以
前
に
、
既
に
農
業
よ
り
見
離
さ
れ
て
い
る
者
に
も
該
当
す
る
か

(

1

)

 

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
問
題
は
今
後
の
重
要
な
課
題
に
違

婚
姻
お
よ
び
家
族
制
度

婚
姻
お
よ
び
家
族
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
所
で
多
少
触
れ
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
極
く

一
般
的
に
し
か
も
重
点
的
に
考
察
す
る
。

．

当
事
者
の
範
囲

と
し
て
の
地
理
的
制
約
の
た
め
に
村
内
婚
・
郡
内
他
村
が
そ
の
過
半
数
を
占
め
る
。
こ

の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
住
所
と
姓
の
共
通
（
明
瀬
・
堤
内
な
ど
）
、
も
し
く
は
共
通
し

た
姓
（
佐
藤
・
益
田
な
ど
）
が
特
徴
的
に
多
い
こ
と
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
叉

反
面
に
お
い
て
こ
の
村
の
人
口
動
態
と
通
婚
範
囲
の
狭
溢
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
が
ん
ら
い
天
草
は
、
江
戸
時
代
の
大
半
を
天
領
と
し
て
特
殊
な
政
治
が
行
わ
れ
た
こ

と
、
お
よ
び
徳
川
の
鎖
国
政
策
、
キ
り
シ
タ
ン
禁
教
、
加
え
て
島
嶼
の
地
理
的
制
約
等

の
た
め
に
著
る
し
く
排
他
的
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
以
前
で
は
他
所
者
を
海
に
投

げ
こ
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
通
婚
範
囲
は
圧
倒
的
に
村
内
婚
に
限
定
さ
れ
て
い

.... 
ノ‘

と
、
そ
の
届
出
か
ら
当
事
者
の
一
方
が
村
内
で
あ
る
場
合
、
婚
姻
件
数
六
五
件
の
う
ち

一
八
件
が
村
内
婚
で
あ
り
一
七
件
が
郡
内
他
村
で
、
両
者
の
合
計
三
五
件
は
全
婚
姻
件

数
の
過
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
相
手
方
が
鹿
児
島
県
六
件
、
長
崎
県
四
件
、
県

内
他
郡
・
東
京
都
・
大
分
県
・
佐
賀
県
各
三
件
、
福
岡
県
二
件
、
他
は
各
一
件
で
あ
る
。

養
子
緑
組
は
、

一
九
件
の
う
ち
村
内
緑
組
七
件
、
郡
内
他
村
七
件
、
他
は
県
内
他
郡

・

鹿
児
島
県
・
長
崎
県
・
佐
賀
県
・
北
海
道
の
各
一
件
で
あ
る
9

〔
な
お
、
昭
和
二
七
年
一

l
-
―
一
月
分
戸
籍
及
び
寄
留
事
件
表
に
よ
る
と
本
籍
数
一
、
三
五
五
、
本

籍
人
口
六
、
一
九
二
、
現
住
総
人
口
四
、
四
九
八
人
で
あ
る
。
〕

こ
れ
を
今
富
村
の
例
に
よ
っ
て
み
る
と
、
こ
こ
で
は
漁
業
専
業
の
崎
津
と
農
業
専
業

の
今
富
と
に
対
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
崎
津
は
キ
リ
シ
タ
ン
宗
徒
の
部
落
で
あ
る
。
昭
和

二
十
七
年
婚
姻
件
数
五
九
件
の
う
ち
二

0
件
は
村
内
婚
、

ニ
二
件
郡
内
他
村
、
三
件
県

内
他
村
、
二
十
三
件
県
外
と
な
っ
て
い
る
。
県
外
と
の
通
婚
が
多
い
の
は
、
崎
津
が
古

く
か
ら
漁
港
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
と
出
稼
の
多
い
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
ろ

う
。
村
内
婚
二

0
件
の
う
ち
両
当
事
者
と
も
同
部
落
す
な
わ
ち
部
落
内
婚
は
一
九
件
で

あ
る
。
こ
れ
は
今
富
と
崎
津
間
に
通
婚
の
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

今
富
が
農
業
部
落
で
仏
教
で
あ
る
こ
と
と
崎
津
が
漁
業
部
落
で
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
と

い
う
、
宗
教
的
・
職
業
的
限
界
に
よ
る
。
二

0
件
の
う
ち
残
る
一
件
は
今
富
と
崎
津
と

の
通
婚
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
両
当
事
者
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
の
養
子

緑
組
も
部
落
内
緑
組
五
、
村
内
一
、
郡
内
他
村
二
、
県
外
二
件
と
な
っ
て
い
る
。

適
婚
の
範
囲
は
、
階
層
的
限
界
に
よ
っ
て
よ
り
強
度
に
狭
麿
と
な
る
。
有
資
家
と

一

般
村
民
間
の
通
婚
は
け
つ
し
て
み
ら
れ
な
い
。
有
資
家
の
婚
姻
の
相
手
方
は
常
に
他
の

有
資
家
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
婚
姻
は
当
事
者
に
よ
る
婚
姻
で
は
な
く
て
、
先
ず
「
家
」

の
た
め
の
婚
姻
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
有
資
「
家
」
と
他
の
有
資



「
家
」
と
の
婚
姻
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
身
分
制
的
階
層
構
造
は
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
を
な
す
た
め
、
そ
の
上
位
に
あ
る
有
資
家
層
は
非
常
に
そ
の
範
囲
を
限
定
さ
れ
る
。

だ
か
ら
、
た
と
え
ば
岡
村
本
家
と
中
村
役
座
と
は
数
代
に
亘
っ
て
婚
姻
を
締
結
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
有
資
家
の
家
族
員
は
そ
の
婚
姻
の
相
手
が
撰
択
で
き
な
い
場
合

は
一
生
独
身
で
終
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
事
実
、
岡
村
本
家
や
崎
津
の
緒
方
家
に
も
こ

う
し
た
一
生
独
身
の
娘
が
残
り
、
「
小
苺
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
「
小
母
さ
ん
」
は

古
く
は
有
資
家
層
に
一
般
的
現
象
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

身
分
制
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
最
下
位
に
あ
る
「
后
明
瀬
」
部
落
の
通
婚
範
囲
は
、
先

述
し
た
よ
う
に
階
層
的
内
婚
が
極
め
て
濃
厚
で
あ
る
。
が
ん
ら
い
婚
姻
制
度
の
発
達
は

一
面
に
お
い
て
か
か
る
内
婚
圏
の
拡
大
の
歴
史
と
し
て
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
他
の
農

村
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
こ
の
村
に
お
い
て
も
長
い
間
の
誤
れ
る
階
級
的
偏
見
は
、

牢
固
と
し
て
抜
き
難
い
も
の
を
お
も
わ
せ
る
。

職
業
的
範
囲
に
よ
っ
て
も
亦
通
婚
範
囲
は
限
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
村
に
お
い
て

は
、
「
お
か
」
と
「
は
ま
」
と
の
関
係
に
お
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
お

か
」
（
農
家
）
と
「
は
ま
」
（
漁
家
）
と
の
通
婚
は
、
天
草
の
他
の
村
に
お
け
る
と
同
じ

よ
う
に
概
し
て
こ
の
村
に
お
い
て
も
み
ら
れ
な
い
。
最
近
は
農
家
よ
り
漁
家
へ
嫁
ぐ
人

は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
反
対
に
漁
家
よ
り
農
家
へ
行
く
人
は
矢
張
り
み

ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
村
に
お
い
て
は
、
農
家
の
娘
は
漁
家
に
行
く
と
「
メ

ゴ
イ
ナ
イ
」
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
嫌
だ
と
い
い
、
逆
に
漁
家
で
は
農
家
の
労
働
は
過
重

で
あ
る
、
と
い
う
に
あ
る
。
し
か
し
両
者
間
に
は
長
い
間
の
一
種
の
職
業
的
蔑
視
の
意

識
が
根
張
く
残
存
し
て
い
る
、

よ
う
で
あ
る
。
．

c
l
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こ
の
村
で
は
、
宗
教
は
殆
ん
ど
真
宗
で
あ
る
た
め
、
天
草
の
家
族
に
特
徴
的
な
宗
教

的
内
婚
（
殊
に
キ
リ
シ
タ
ン
）
や
そ
う
し
た
宗
教
的
規
範
の
家
族
生
活
に
た
い
す
る
影

天

ヰ

島

に

お

け

る

家

族

制

度

(2) (
1
)

佐
伊
津
村
は
殆
ん
ど
真
宗
で
西
方
寺
門
戸
約
六

0
0戸
、
光
蓮
寺
門
戸
約
一
五

0
戸
で
あ

る。

通
婚
範
囲
の
親
族
的
限
界
に
つ
い
て
は
、
近
親
婚
は
天
草
に
お
い
て
比
較
的
多
い
。

大
江
村
の
軍
浦
そ
の
他
各
村
各
部
落
に
も
み
ら
れ
る
。
近
親
婚
は
、

有
資
家
、
后
明
瀬
、

村
の
人
に
よ
る
と
不
具
者

l
た
と
え
ば
そ
の
弊
害
は
軍
浦
に
多
い
と
き
く
ー
ー
な
ど

力
お
互
に
気
心
が
知
れ
て
い
る
か
ら
止
む
を
得
ず
や
っ
て
い
る
、

の
弊
害
は
も
た
ら
す
．
：

と
っ
い
た
結
論
の
よ
う
で
あ
る
。
．

相
手
方
の
決
定

こ
の
村
で
は
「
よ
ば
い
」
は

一
九
三
七
ー
八
年
ま
で
は
か

な
り

一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
電
燈
が
灯
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
減
つ
て
い
っ
た
。
．当
時

は
「
女
宿
」
も
あ
っ
た
が
、
余
り
に
公
然
た
る
も
の
で
は
な
く
二
三
人
の
娘
が
泊
っ
た

く
ら
い
で
あ
る
。
し
か
し
妍
娠
し
て
か
ら
の
婚
姻
も
多
か
っ
た
。
「
青
年
宿
」
に
は
殆

ん
ど
男
子
が
二
十
歳
位
に
な
る
と
行
っ
た
が
、
盗
難
予
防
と
火
の
用
心
が
目
的
で
た
だ

泊
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
初
め
て
青
年
宿
に
行
く
場
合
は
、
酒
一
升
・
豆
腐
二
丁
翠
さ
げ

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
帳
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と
青
年
宿
の
中
に
入
れ
な
か

か
か
る
「
よ
ば
い
」
「
女
宿
」
「
青
年
宿
」
と
い
う
も
、
有
資
家
に
は
行

っ
た
。
し
か
し

わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
家
族
の
「
武
士
型
」

か
）
。
し
か
し
相
手
方
の
決
定
は

一
般
村
民
に
お
い
て
は
、
と
く
に
戦
後
に
お
い
て
当
事

者
の
自
由
意
思
、
自
由
撰
択
が
比
較
的
自
由
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
掠
奪
婚
」
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
の
儀
式
に
お
い
て
花
嫁
が
一
寸
し
た
御
馳
走
を
食
べ

て
逃
げ
出
す
。
こ
の
場
合
、
掠
奪
に
つ
い
て
花
嫁
が
事
前
承
諾
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
全

然
知
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
掠
奪
し
て

一
年
後
婚
姻
届
を
出
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

五
年
後
に
な
っ
た
例
も
あ
る
。

に
よ
る
通
婚
範
囲
の
限
界
は
劃
然
と
し
て
い
る
。

ノ‘
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興

い。

す
な
わ
ち
大
江
村
で
は
、
花
婉
は
そ
の
実
家
か

ら
「
死
ん
だ
も
の
」
と
み
ら
れ
、
「
し
ろ
も
く
」
（
白
装
束
）
を
着
せ
ら
れ
て
玄
関
（
玄

関
の
な
い
家
は
緑
）
が
ら
出
さ
れ
る
。
花
嫁
は
実
家
に
と
っ
て
は
死
人
と
同
然
で
あ
り
、

二
度
と
実
家
に
帰
ら
な
い
よ
う
に
と
の
意
で
あ
る
。

一
度
婚
姻
す
れ
ば
娘
は
実
家
と

一

応
他
人
で
あ
る
と
の
意
識
の
残
存
で
あ
り
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
単
系
的
「
家
」
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

一
端
が
窺
わ
れ
る
。

婚
姻
予
約
後
儀
式
前
ま
で
は

一
種
の
労
役
婚

m
a
r
r
i
ag
e
b
y
 la
b
o
r

の
よ
う
な

労
力
提
供
関
係
が
行
わ
れ
る
。
婚
姻
の
儀
式
後
は
実
家
と
婚
家
と
の
社
会
的
関
係
が
強

靱
な
血
緑
的
紐
帯
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
。

こ
の
村
に
お
け
る
家
族
と
家
族
と
の
社
会
的
関
係
に
お
け
る
血
緑
の
限
界
は
、
い
さ

さ
か
曖
昧
で
あ
る
が
、
多
少
と
も
血
緑
の
あ
る
も
の
は
す
べ
て
「
い
と
こ
」
と
呼
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
る
。
田
植
な
ど
近
隣
つ
き
あ
い
に
よ
る
労
働
給
付
の
慣
行
を
「
も
や
い
」

「
か
て
い
れ
」
「
て
ま
が
い
」
（
手
間
替
）
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
う
い
っ
た
人
び
と
は

「
つ
き
あ
い
」
と
呼
ば
れ
、
は
っ
き
り
と
「
い
と
こ
」
よ
り
区
別
さ
れ
て
い
る
。

戸
籍
変
動
の
時
機
は
、
佐
伊
津
村
で
は
婚
姻
の
儀
式
後
役
場
の
戸
籍
課
よ
り
催
促
す

る
の
で
大
体
三
カ
月
以
内
に
は
届
出
る
が
、
崎
津
は
初
生
子
の
出
生
が
婚
姻
届
出
の
時

機
に
な
る
の
が
一
番
多
い
、
よ
う
で
あ
る
。
婚
姻
の
届
出
が
そ
の
儀
式
後
直
ち
に
履
行

さ
れ
る
の
は
、
公
務
員
そ
の
他
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
婚
姻
の
届
出
に
よ

つ
て
、
勤
務
先
か
ら
婚
姻
手
当
と
扶
助
料
を
貰
え
る
か
ら
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で

家
長
権
お
よ
び
主
婦
権

天
草
島
に
お
け
る
家
族
制
度
を
、
と
く
に
佐
伊
津
村
の
例
に
よ
っ
て
そ
の
村
の
構
造

の
な
か
に
営
ま
れ
る
村
の
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

と

社

会

的

性

格

お

よ

び

そ

．

っ
て
、
こ
れ
ま
で
探
究
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
所
に
触
れ
た
こ

2
 

あ
る
。

ノ‘

と
を
除
い
て
、

主
と
し
て
家
長
権
お
よ
び
主
婦
権
を
中
心
に
天
草
島
に
お
け
る
家
族
制

度
を
補
充
す
る
。

こ
の
村
に
お
い
て
は
分
家
す
る
こ
と
を
「
よ
わ
か
れ
」
と
い
う
が
、
た
と
え
ば
漁
村

に
お
い
て
は
こ
の
場
合
に
分
配
す
る
家
屋
も
船
も
な
い
の
で
、
子
は
結
婚
し
て
も
同
居

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
こ
で
長
子
は
「
総
領
」
と
し
て
形
式
上
も
実
質
上
も
支
配

す
る
。

二
三
男
は
別
居
す
る
と
し
て
も
殆
ん
ど
村
内
別
居
で
あ
る
。
こ
こ
に
同
族
結
合

の
端
初
的
形
態
が
み
ら
れ
る
。

子
の
出
生
は
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
喜
ば
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
男
子
の
出
生
は

格
別
に
祝
福
さ
れ
る
。
し
か
し
崎
津
で
は
女
子
の
出
生
が
喜
ば
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は

(

1

)

 

崎
津
の
「
新
銀
取
り
」
と
い
う
特
殊
な
理
由
に
よ
る
。

(1
)

「
新
銀
と
り
」
は
、
も
と
薩
摩
か
ら
の
参
勤
交
代
の
際
に
侍
が
寄
港
し
、
庄
屋
が
侍
に
対

す
る
歓
待
の
意
味
で
崎
津
の
娘
を
そ
れ
に
侍
ら
せ
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
漸
次
職

莱
化
し
、
寄
港
す
る
唐
船
や
薩
摩

・
琉
球
の
漁
師
船
員
を
相
手
に
貞
操
を
売
っ
て
「
新
銀
」
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
中
の
社
会
的
圧
力
に
よ
っ
て
、
漸
く
そ
の
姿
を
没

し
た
が
、
村
内
で
の
経
済
生
活
が
悲
惨
に
な
れ
ば
ま
た
こ
う
し
た
こ
と
が
復
活
さ
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
深
く
憂
慮
さ
れ
て
い
る
（
富
津
中
学
校
長
朝
倉
氏
、
同
中
学
教
官
岩
下
氏
談
）
。

家
族
生
活
に
お
け
る
家
長
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
こ
の
村
の
ど
の
家
族
に
も
み
ら
れ

る
炉
を
中
心
と
し
た
「
横
座
」
に
集
中
的
に
み
出
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
し
た
例

で
は
、
図
の
よ
う
に
佐
伊
津
村
と
大
江
村
で
は
「
き
じ
め
」
「
上
り
口
」
の
相
違
は
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
家
長
権
の
象
徴
で
あ
る
「
横
座
」
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
の
相
違

も
な
い
。
「
横
座
」
は
家
長
が
、
「
茶
の
み
座
」
は
主
婦
が
坐
る
。
横
座
は
専
ら
家
長
の

‘

坐
る
場
所
で
あ
り
、
客
人
と
い
え
ど
も
こ
こ
に
坐
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
家
長
が
労

働
不
能
に
な
っ
て
も
あ
る
い
は
老
衰
し
て
も
こ
の
席
は
他
の
者
に
与
え
ら
れ
な
い
。
更

に
こ
の
こ
と
は
有
資
家
の
家
族
に
あ
っ
て
は
よ
り
厳
格
で
あ
る
。
こ
う
し
た
絶
大
な
家

長
権
の
前
に
あ
っ
て
は
、
主
婦
権
の
承
継
も
形
式
的
に
し
か
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。
佐



附
記

ミ
シ
ン
を
持
参
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

伊
津
村
に
お
い
て
は
、
家
長
以
外
の
も
の
が
も
し
横
座
に
坐
る
と
「
借
金
払
わ
な
ん
ぞ

う
」
（
借
金
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
）
と
冗
談
に
い
う
。
こ
れ
か
ら
推
せ
ば
恐
ら
く
借
金
取

り
は
坐
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
大
江
村
で
は
家
長
以
外
の
も
の
が
横
座
に
坐
る
の
は

「
猫
・
馬
鹿
・
坊
主
」
と
茶
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
言
葉
の
な
か
に
家
長
権
に
対

す
る
家
族
員
の
イ
ロ
ニ
ー
的
抵
抗
が
察
知
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
家
長
を
中
心
と
し
た
こ
の
村
の
単
系
的
「
家
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
も
、
揺
れ
動
き
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
と
え
ば
青
年
に
よ
る
新
ら
し
い
農

業
機
械
の
使
用
が
、
田
地
の
管
理
権
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
家
長
権
に

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
ま
た
同
時
に
若
婦
の
ミ
シ
ン
使
用
は
、

姑
も
し
く
は
主
婦
権
に
影
智
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
こ
の
村
で
も
嫁
資
と
し
て

こ
の
稿
を
結
ぶ
に
あ
た
り
、
佐
伊
津
村
公
民
館
主
事
川
上
慈
光
氏
お
よ
び
天

草
高
等
学
校
教
｛
柱
川
上
正
英
氏
に
い
ろ
い
ろ
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝

茶
の
み
座

佐伊津村の横座

横 座

炉

き

じ

め

茶
の
み
座

上 り ロ （土間）

大江村の横座

天

草

島

に

お

け

る

家

族

制

度

横 座

炉

上

り

口

（土 間）

六
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